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本誌は，一年間の刊行計画をたて，寄稿者を選定しく〉
て依頼原稿を強力にお願いして，現在どうやら年 6固定
期に刊行されています。原著は投稿を待って， refree 
の批判を受けてから受けつけております。総説や展望が
自発的に投稿され，とりわけ原著がもっと多数投稿され
なければ学会誌として順調な発展を遂げているとは言い
難いでしょう。原著は必ずしも長いものである必要はあ
りません。内外の専門誌に投稿する予定の原著を速報な
いしは短報として本誌に投稿するのも一つの方法かと思
います。投稿規定を守って書かれた原稿が本誌に投稿さ
れるならば，それは 3カ月前後で誌上に発表されるでし
ょっ。
"，Natureイギリスの“岩波の“科学"はかつて，く〉
アメリカの“ Scienceヘ ドイツの “Naturwissen 
schaften"に範をとり創刊されたものでしたが， 1965年
以来 origina1 な論文を掲載する“寄書"欄が“科学"
から消えてしまいました。外国の上記の 3誌の寄書欄が
現在でもそれらの雑誌の重要な部分を占めている事実は
今更ここに指摘するまでもありません。わが国にはなぜ
か総説を尊重し，原著を必ずしも重んじないようなふん
囲気があるのではないかと気になります。いづこの学会
も発表希望者が多く，多数の演題をかかえて運営に苦し
んでいるのに，他方では学会の機関誌で原稿が少なくて
困っているものもあるのはなんとも奇妙な現実です。
学会発表はするが原著論文を書くことのあまりにも少
ない方々に本誌への原著の投稿を強くすすめたいと思い
ます。詩人は詩集で，科学者は原著論文で自己の努力の
成果を世に問うべきでありましょう。
あまりに急激な物価の上昇と政府の無策が世論のきく〉
びしい批判にさらされていますが，印刷費もご多分に洩
れず上昇を続けております。千葉医学会も昨年来印刷所
から値上げの要求を受けていましたが，遂に 19%の値
上げを認めざるを得ない破目となりましたo 4月 27日
の編集会議において会計幹事とともに値上げ案を検討
し，認めることに決定しました。次の段階として，会費
の値上げが総会で問題となることでしょうが，ここでは
論じないことにします。編集委員会としましては千葉医
学会の activitiesの中で最も重要なものの一つである
本誌の刊行を今後より有意義なものにするよう努力を重
ねて行く必要があります。(桑田次男)
